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表題 オールジャパンの国際的なオンライン教育プラットフォーム構想（JV-Campus）

参考ＵＲＬ ・JV-Campus開設準備ポータル（http://www.jv-campus.org）

期待できる成果・評価
・優秀な外国人留学生の確保、ニューノーマルな留学環境整備に寄与。
・参加大学の強みを国内外にアピールしブランド形成とインバウンドに寄与。

・自大学にない科目を享受。アウトバンドや大学全体の国際的価値の向上、
教育コストの効率化における経営強化に寄与。

・グローバルな視点で地域社会をリードする人材の創成、リカレント教育への
貢献を加速。

筑波大学による国公私立大学へのアンケート調査結果より（2021年8月実施）

特色ある取組
新型コロナウイルス禍を契機として、教
育のオンライン化が世界的に一気に進
展した。国内においても多くの大学にお
いて、オンライン教育プラットフォームを
活用したコンテンツの受講と発信のニー
ズが高まっている。このような状況の中、
筑波大学では、2021年6月よりSGU事業「大学の国際化促進フォーラム」のプ

ロジェクトの柱として、オールジャパンで結成する国際的なオンライン教育プ
ラットフォーム（Japan Virtual Campus （JV-Campus）（仮称））の構築を開始した。
JV-Campusでは、参加する大学がそれぞれの戦略に応じて独自に運営する
「個別機関Box」と、コンテンツ受講側機関および発信側のニーズに応じて複

数の科目群をパッケージン化してユーザーに提供する「戦略的パッケージ
Box」の2つを事業の柱としている。2021年9月30日には、JV-Campusのプロト
タイプ版体験会を「筑波会議2021」のスペシャルセッションとして開催し、同10
月15日より「開設準備ポータル」を公開中である。2022年初頭にはパイロット

版事業を開始予定である。様々な機関とともに知を織り上げニューノーマル
時代の教育を創造し、日本の高等教育の国内外に対するポータルとなること
を目指している。

・大学の国際化促進フォーラム（https://tgu.mext.go.jp/forum/）
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